
ヘソディム（HeSoDim）とは？

HeSoDiM：Health checkup based Soil-borne Disease Management）
ヘソディムとは、「健康診断に基づく土壌病害管理」

の略称です。

従来の土壌病害管理
　土壌病害対策は、通常播種（あるいは定植）
前に実施しますが、播種前に、気象条件や土壌
水分等の影響を受ける土壌病害の生育期間中の
発生程度を予測することは困難です。そのため、
発生が心配される地域では、一斉防除（カレン
ダー防除と言います）が実施されていました。

　ヒトの健康診断では、医師が血液検査等で得られた診断項目毎の基準
値に基づき、予防的に投薬や健康管理の指導をしています。これらの検
査では「いつ」「どの程度」病気が発生するか予測できませんが、異常
値を下げる努力をすることにより、健康を維持しようとしています。
　ヘソディムは、土壌病害対策にこの考え方を取り入れ、畑の健康診断
の結果を基に、予防的に対処しようとする新しい土壌病害管理技術です。
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